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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　定着ローラの中心軸となる芯金と、該芯金の表面に設けられた弾性体層と、該弾性体層
の表面に設けられた多層発熱層とを備えた定着ローラの製造方法において、
　アルミニウム管を用いた前記芯金の表面に発泡シリコーンからなる弾性体層を形成する
工程と、
　鉄とニッケルの整磁合金からなる金属箔状の発熱層と、該発熱層の一方の面にシロキサ
ン結合を有する高分子材料からなる支持層とを形成した金属箔テープを、前記弾性体層の
表面に前記支持層が接する向きで前記金属箔テープを複数回巻き付けて多層発熱層を形成
する工程と、
　前記多層発熱層を加熱硬化する工程と、
　を有することを特徴とする定着ローラの製造方法。
【請求項２】
　前記多層発熱層の最表面に、フッ素系高分子の離型層を設ける工程を有することを特徴
とする請求項１記載の定着ローラの製造方法。
【請求項３】
　請求項１または２のいずれかに記載の定着ローラの製造方法により製造されることを特
徴とする定着ローラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は定着ローラの製造方法及び定着ローラに関し、詳細には電磁誘導発熱を利用し
た定着ローラの耐久性向上の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の複写機、ファクシミリ、プリンタ等、トナーを用いた画像形成装置の定
着装置としては、一般的に熱ローラ定着装置が用いられる。この熱ローラ定着装置は、内
部に熱源を有する定着ローラと、定着ローラに押圧される機構を備えた加圧ローラを用い
て構成されている。そして、この熱ローラ定着装置は、定着ローラと加圧ローラから構成
される熱ローラ対の間に形成されるニップ部に未定着のトナー像を担持した被加熱体を通
過させることにより、トナーを加熱溶融し、トナー像を被加熱体に固定する構成となって
いる。また、定着ローラの熱源としては、赤外線ヒーターを用いることが一般的であるが
、投入した電力の一部が可視光線となってしまうことが避けられないことと、赤外線を受
光する定着ローラの内壁での受光ロス等により、効率の限界がある。そこで、これらの問
題点を解決するために従来よりいくつかの提案がなされている。
【０００３】
　その一つとして特許文献１は、発熱ローラとして電磁誘導発熱を利用するものであり、
定着ローラは回転駆動されるローラとこのローラを誘導発熱させるための誘導コイルを備
えた電磁誘導発熱機構を持つ機構を有している。そして、誘導コイルは外部に設けられた
交流電源に接続され、誘導コイルが交流電源により励磁されるとローラの外側に交流渦電
流が誘起され、ローラの外側近傍が発熱する仕組みになっている。この場合、外側そのも
のが発熱源となるため、赤外線ヒーターを用いたときのような損失を無くすことができる
。また、特許文献２は、発泡シリコーンゴムの熱伝導率を低くして弾性体層の断熱性を向
上させ、その上に金属スリーブを接着させて低熱容量発熱体を形成している。更に、特許
文献３は、多層の発熱層形成方法として、金属箔片をポリイミドに含有させたものを用い
て形成している。
【特許文献１】特開２００３－１２２１５２号公報
【特許文献２】特開２００２－２９５４５２号公報
【特許文献３】特開２００４－２２６８２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１によれば、電磁誘導発熱を利用した定着ローラの温度の立ち
上がりを早めるには発熱層（金属層）を薄くすればよいが、定着ローラを他のローラに圧
接させてシートの搬送を行う場合に、導電層と弾性層での硬さの差が大きく、ニップでの
大きい応力時に接着界面に力がかかるため発熱層が破壊しやすいという欠点がある。また
、特許文献２でも、硬い金属と弾性体界面で、応力集中のため起こりやすく、筒状の発熱
体の場合一カ所の弱点が助長され破壊に至る。更に、特許文献３では、金属の界面が非常
に多く、ここから酸化等により、金属とポリマー間での接着力が落ちてベルトの膜破壊に
至りやすい。更に、一般的に整磁合金は、抵抗率が高いため電子による熱伝導率が小さく
局所的な高温になりやすい。
【０００５】
　本発明はこれらの問題点を解決するためのものであり、製造効率を上げられ製造コスト
を抑えることができる定着ローラの製造方法及び定着ローラを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記問題点を解決するために、本発明の定着ローラの製造方法は、定着ローラの中心軸
となる芯金と、該芯金の表面に設けられた弾性体層と、該弾性体層の表面に設けられた多
層発熱層とを備えた定着ローラを製造する方法である。そして、本発明の定着ローラの製
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造方法は、アルミニウム管を用いた芯金の表面に発泡シリコーンからなる弾性体層を形成
する工程と、鉄とニッケルの整磁合金からなる金属箔状の発熱層と、該発熱層の一方の面
にシロキサン結合を有する高分子材料からなる支持層とを形成した金属箔テープを、弾性
体層の表面に支持層が接する向きで金属箔テープを複数回巻き付けて多層発熱層を形成す
る工程と、多層発熱層を加熱硬化する工程と、を有することに特徴がある。よって、製造
効率を上げられ製造コストを抑えることができる。
【００１２】
　また、多層発熱層の最表面に、フッ素系高分子の離型層を設ける工程を有することによ
り、離型性が向上する。
【００１３】
　更に、別の発明としての定着ローラは、上記の定着ローラの製造方法により製造される
ことを特徴がある。よって、安価な定着ローラを提供できる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の定着ローラの製造方法は、アルミニウム管を用いた前記芯金の表面に発泡シリ
コーンからなる弾性体層を形成する工程と、鉄とニッケルの整磁合金からなる金属箔状の
発熱層と、該発熱層の一方の面にシロキサン結合を有する高分子材料からなる支持層とを
形成した金属箔テープを、弾性体層の表面に支持層が接する向きで金属箔テープを複数回
巻き付けて多層発熱層を形成する工程と、多層発熱層を加熱硬化する工程と、を有してい
る。よって、製造効率を上げられ製造コストを抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１は本発明の一実施の形態例に係る定着装置の構成を示す概略断面図である。同図に
示す本実施の形態例の定着装置１は、定着ローラ１１と加圧ローラ１２とＩＨ磁界発生手
段１３を含んで構成されている。また、定着ローラ１１は、芯金１１－１と、当該芯金１
１－１の上に設けられた発泡シリコーンゴムの弾性体層１１－２と、当該弾性体層１１－
２の上にＩＨ（Induction Heating）発熱層である金属箔とシリコーン樹脂等の支持層の
多層体を複数積層して構成された多層発熱層１１－３との多層構造体で構成されており、
更に最表面は通常離型性を有するフッ素系高分子よりなる例えばフッ素樹脂の離型層１１
－４で覆われている。このような多層構造の定着ローラ１１の表面に対向するように外部
に配置した加熱手段であるＩＨ磁界発生手段１３により定着ローラ１１は加熱される。こ
のＩＨ磁界発生手段１３はＩＨ用コイルで構成されている。一定温度で加熱された定着ロ
ーラ１１と加圧ローラ１２とのニップ部に未定着のトナー像１４を有する用紙１５を通紙
することで用紙に画像を定着させるものである。また、図１の定着ローラ１１における多
層発熱層１１－３は、後述するように、例えば金、銀、銅、鉛、ニッケル、亜鉛、鉄、ア
ルミニウム、マグネシウム、チタン、スズ又はその合金（整磁合金）等の導電性部材から
なる金属箔と、当該層を多層にする際接着性を有するシリコーン樹脂等の支持層とを積層
して構成するＩＨ発熱層を多層構造体にして形成されている。
【００１８】
　図２は本実施の形態例の定着装置における定着ローラの多層発熱層の構造の一例を示す
断面図である。同図に示す多層発熱層１１－３は、導電性部材からなる膜厚５～２０μｍ
の金属箔２１と、シリコーン系接着剤又はアクリル系の接着剤であって１０～２０μｍの
膜厚の支持層２２とを積層して構成するＩＨ発熱層２３を多層に形成した多層構造体を成
している。
【００１９】
　図３は本実施の形態例の定着装置における定着ローラの多層発熱層の構造の他の例を示
す断面図である。同図に示す多層発熱層１１－３は、膜厚５～２０μｍの整磁合金の第１
の金属箔２４と、膜厚１０μｍのアルミニウムの第２の金属箔２５とを含む金属箔２６と
、シリコーン系接着剤又はアクリル系の接着剤であって１０～２０μｍの膜厚の支持層２
２とを積層して構成するＩＨ発熱層２３を多層に形成した多層構造体を成している。
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【００２０】
　図４は本実施の形態例の定着装置における定着ローラの多層発熱層の作製工程の一例を
示す図である。同図において、図１～図３と同じ参照符号は同じ構成要素を示す。同図の
（ａ）に示すように、図２に示す多層発熱層を形成するために、先ず膜厚５～２０μｍの
金属箔２１にシリコーン系接着剤又はアクリル系の接着剤を１０～２０μｍの膜厚で塗布
して形成する支持層２２から構成する金属箔テープ２７を作成する。また、同図の（ｂ）
に示すように、図３に示す多層発熱層を形成するために、膜厚５～２０μｍの第１の金属
箔２４と、膜厚１０μｍの第２の金属箔２５と、シリコーン系接着剤又はアクリル系の接
着剤を１０～２０μｍの膜厚で第２の金属箔２５に塗布して形成する支持層２２から構成
する金属箔テープ２７を作成する。なお、この金属箔テープ２７には、接着剤に対し離型
性のあるセパレータを有するものを用い、製造効率を上げることができる。次に、同図の
（ｃ）に示すように、アルミニウム管等の芯金１１－１の周りに断熱性の高い発泡シリコ
ーンの弾性体層１１－２を形成し、更に弾性体層１１－２の上に同図の（ａ），（ｂ）に
示す金属箔テープ２７を複数回巻き付ける。これにより、図１の多層構造体の多層発熱層
１１－３が形成される。この上に、必要であれば、さらにシリコーンゴムの弾性層を形成
してもよい。更に、離型性向上から鑑みてローラの最外部には離型層としてのフッ素系高
分子の材料を用いたフッ素樹脂層を形成することが好ましい。フッ素樹脂層の形成は、液
体又は粉体塗料を塗布後に焼成する。または、フッ素樹脂チューブ（ＰＦＡ樹脂等）を、
接着層を介して接着してもよい。このようにして、本実施の形態例の定着装置における定
着ローラを形成する。
【００２１】
　なお、本実施の形態例の定着装置において用いられるフッ素樹脂としては、焼成による
溶融成膜性のよい、比較的融点の低いもの（２５０～３００℃）が好ましく選択される。
具体的には、低分子量ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、テトラフロオロエチレ
ン－ヘキサフルオロプロピレン共重合体（ＦＥＰ）、テトラフルオロエチレン－パーフル
オロアアルキアルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）の微粉末が挙げられる。低分子量ポ
リテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）粉末は、ルブロンＬ－５、Ｌ－２（ダイキン工業
製）、ＭＰ１１００、１２００、１３００、ＴＬＰ－１０Ｆ－１（三井デュポンフロロケ
ミカル製）が知られている。テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン共重合
体（ＦＥＰ）粉末は、５３２－８０００（デュポン製）が知られている。テトラフルオロ
エチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重合体（ＰＦＡ）は、ＭＰ－１０、Ｍ
Ｐ１０２、（三井デュポンフロロケミカル社製）が知られている。特にＭＦＲ（メルトフ
ローレート製）が小さい流動性の低いものとして、ＭＰ１０３、ＭＰ３００（三井デュポ
ンフロロケミカル製）、ＡＣ－５６００、ＡＣ５５３９（ダイキン工業製）等が適してい
る。
【００２２】
　このような本実施の形態例の定着装置を搭載した画像形成装置を図５に示す。同図に示
すように、デジタル複写機３０は、主に、複写機本体３１と、原稿自動送り装置（以下、
ＡＤＦという）３２と、自動仕分け装置３３とを有する。また、複写機本体３１は、原稿
を読み取るスキャナ部３４と、書込ユニット３５、エンジン部３６及び給紙ユニット３７
を有するプリンタ部３８とを含んで構成されている。更に、ＡＤＦ３２は、読み取る原稿
をスキャナ部３４に送り、スキャナ部３４で読み取った原稿を回収する。また、スキャナ
部３４は、光源と複数のミラーとを有するキャリッジ３９、レンズ４０及びＣＣＤ４１を
有し、ＡＤＦ３２で送られた原稿を走査して読み取る。書込ユニット３５は、レーザ光源
やポリゴンミラー等を有し、画像情報を含むレーザビーム４２をエンジン部３６に出射す
る。エンジン部３６は、画像形成ユニット４３、１次転写ユニット４４、２次転写ユニッ
ト４５、そして図１に示す本発明の定着装置４６を有する。また、画像形成ユニット４３
は、感光体４７の周囲に配置された帯電チャージャ４８、シアン（Ｃ），マゼンタ（Ｍ）
，イエロー（Ｙ），ブラック（Ｋ）からなるカラー現像部４９及びドラムクリーニング部
５０を有し、帯電チャージャ４８で帯電した感光体４７上に書込みユニット３５から出射
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されるレーザビーム４２で静電潜像を形成し、形成した静電潜像をカラー現像部４９で可
視化してトナー像を形成する。更に、１次転写ユニット４４は、中間転写ベルト５１、１
次転写部５２、テンションローラ５３、２次転写ローラ５４、クリーニング部５５及び基
準位置センサ５６を有し、感光体４７に形成されたトナー像を中間転写ベルト５１に１次
転写して各色のトナー像を重ね合わす。中間転写ベルト５１は感光体４７上のトナー像を
１次転写するとき以外は接離機構によって感光体４７の表面から離れ、中間転写ベルト５
１に画像を１次転写するときだけ感光体４７の表面に圧接される。２次転写ユニット４５
は中間転写ベルト５１に転写されたトナー像を記録紙に２次転写する。定着装置４６は記
録紙に転写されたトナー像を熱と圧力で定着する。また、給紙ユニット３７は複数の給紙
カセット５７ａ～５７ｃと手差トレイ５８を有し、記録紙を２次転写ユニット４５に送る
。更に、自動仕分け装置３３は複数段の仕分けビン５９ａ～５９ｎを有し、画像が形成さ
れた記録紙を仕分けして排出する。
【００２３】
　次に、本実施の形態例の定着装置における定着ローラの具体例を列記する。
　（具体例１）
　図４の（ａ）に示す金属箔テープとして、金、銀、銅、鉛、ニッケル、亜鉛、鉄、ステ
ンレス、アルミニウム、マグネシウム、チタン、スズの厚さ１０μｍの金属箔に、シリコ
ーン接着剤を約１０μｍ塗布した箔テープ（以下塗布箔テープと呼ぶ）を作成する。アル
ミニウムの中空芯金に発泡シリコーンゴムを形成したものを準備し、金属箔テープを３層
巻き付けて加熱硬化する。その後、その上に少なくとも柔らかく１５０℃程度で長時間耐
久性のあるものとしてシリコーンゴムを加熱硬化させる。その外側にＰＦＡ樹脂を塗装し
、加熱により最外層を形成する。各金属箔を用い、外径をφ４０にしたものをそれぞれ作
製した。これを、リコー製の複写機　ＭＦ４５７０をＩＨ発熱用に改造した定着部を持つ
ものに２００℃設定で、白紙を２００，０００枚連続通紙したが、特に壊れたものはなか
った。比較例として、付加型のシリコーンを用いた同様の構成では、１０，０００枚で発
泡シリコーンとの界面で破壊した。
【００２４】
　（具体例２）
　図４の（ａ）に示す金属箔テープとして、金、銀、銅、鉛、ニッケル、亜鉛、鉄、ステ
ンレス、アルミニウム、マグネシウム、チタン、スズの厚さ２０μｍの金属箔に、シリコ
ーン接着剤を約１０μｍ塗布した塗布箔テープを作成する。アルミニウムの中空芯金に発
泡シリコーンゴムを形成したものを準備し、金属箔テープを２層巻き付けて、加熱硬化す
る。その後、その上にシリコーンゴム加熱硬化させる。その外側にＰＦＡ樹脂を塗装し、
加熱により最外層を形成する。金属箔により、外径をφ４０にしたものをそれぞれ作成し
た。これを、（株）リコー製複写機　ＭＦ４５７０をＩＨ発熱用に改造した定着部を持つ
ものに２００℃設定で、白紙を１００，０００枚連続通紙したが、特に壊れたものはなか
った。
【００２５】
　（具体例３）
　図４の（ａ）に示す金属箔テープとして、金、銀、銅、鉛、ニッケル、亜鉛、鉄、ステ
ンレス、アルミニウム、マグネシウム、チタン、スズの厚さ５μｍの金属箔に、シリコー
ン接着剤を約１０μｍ塗布した塗布箔テープを作成する。アルミニウムの中空芯金に発泡
シリコーンゴムを形成したものを準備し、金属箔テープを６層巻き付ける。加熱硬化する
。その後、その上にシリコーンゴム加熱硬化させる。その外側にＰＦＡ樹脂を塗装し、加
熱により最外層を形成する。金属箔により、外径をφ４０にしたものをそれぞれ作成した
。これを、（株）リコー製複写機　ＭＦ４５７０をＩＨ発熱用に改造した定着部を持つも
のに２００℃設定で、白紙を１００，０００枚連続通紙したが、特に壊れたものはなかっ
た。
【００２６】
　（具体例４）
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　図４の（ａ）に示す金属箔テープとして、金、銀、銅、鉛、ニッケル、亜鉛、鉄、ステ
ンレス、アルミニウム、マグネシウム、チタン、スズの厚さ１０μｍの金属箔に、縮合型
シリコーン接着剤を約１０μｍ塗布した塗布箔テープを作成する。ここで、縮合型シリコ
ーン接着剤の他に、シリコーン接着剤で触媒を使用する付加型シリコーン接着剤があるが
、この付加型シリコーン接着剤は天然ゴム、合成ゴム、軟質塩ビ、アミン硬化エポキシ樹
脂、ハンダフラックス等の硫黄、りん、窒素、錫などを含有する物質により触媒毒が発生
し、硬化阻害を起こすためプロセス的に使いにくい。そして、アルミニウムの中空芯金発
泡シリコーンゴムを形成したものを準備し、金属箔テープを３層巻き付ける。これを２４
時間常温放置する。その後、その上にシリコーンゴム加熱硬化させる。その外側にＰＦＡ
樹脂を塗装し、加熱により最外層を形成する。金属箔により、外径をφ４０にしたものを
それぞれ作成した。これを、リコー製複写機　ＭＦ４５７０をＩＨ発熱用に改造した定着
部を持つものに２００℃設定で、白紙を１００，０００枚連続通紙したが、特に壊れたも
のはなかった。
【００２７】
　（具体例５）
　図４の（ｂ）に示す金属箔テープとして、Ｆｅ－Ｎｉ３３％の１５μｍの第１の金属箔
とアルミニウムの１０μｍの第２の金属箔とに、シリコーン接着剤を約１０μｍ塗布した
塗布箔テープを作成する。アルミニウムの中空芯金に発泡シリコーンゴムを形成したもの
を準備し、金属箔テープを２つ重ねにして２層巻き付ける。加熱硬化する。その後、その
上にシリコーンゴム加熱硬化させる。その外側にＰＦＡ樹脂を塗装し、加熱により最外層
を形成する。外径をφ４０にしたものをそれぞれ作製した。これを、（株）リコー製複写
機　ＭＦ４５７０をＩＨ発熱用に改造した定着部を持つものに２００℃設定で、白紙を２
００，０００枚連続通紙したが、特に壊れたものはなかった。比較として、３０μｍの電
鋳ニッケルスリーブを同じシリコーン接着剤により接着したものは、100,000枚程度で接
着界面からずれて、破壊した。また、３０μｍの電鋳ニッケルスリーブをローラの両端で
固定したものは、８０，０００枚程度で破壊した。
【００２８】
　（具体例６）
　図４の（ｂ）に示す金属箔テープとして、Ｆｅ－Ｎｉ３７－Ｃｒ１０％の１５μｍの金
属箔に、シリコーン接着剤を約１０μｍ塗布した塗布箔テープを作成する。アルミニウム
の中空芯金に発泡シリコーンゴムを形成したものを準備し、金属箔テープを３層巻き付け
る。加熱硬化する。その後、その上にシリコーンゴム加熱硬化させる。その外側にＰＦＡ
樹脂を塗装し、加熱により最外層を形成する。外径をφ４０にしたものをそれぞれ作成し
た。これを、（株）リコー製複写機　ＭＦ４５７０をＩＨ発熱用に改造した定着部を持つ
ものに２００℃設定で、白紙を１００，０００枚連続通紙したが、特に壊れたものはなか
った。なお、同様に箔として、５、１０，２０，２５，３０μｍのものを作製した。その
結果、２５μｍのものは、５０，０００枚、３０μｍのものは、１０，０００枚にして、
ローラの端から亀裂が入った。
【００２９】
　（具体例７）
　図４の（ｂ）に示す金属箔テープとして、Ｆｅ－Ｎｉ４０％の１５μｍの金属箔に、シ
リコーン接着剤を約１０μｍ塗布した塗布箔テープを作成する。アルミニウムの中空芯金
に発泡シリコーンゴムを形成したものを準備し、金属箔テープを３層巻き付ける。加熱硬
化する。その後、その上にシリコーンゴム加熱硬化させる。その外側にＰＦＡ樹脂を塗装
し、加熱により最外層を形成する。外径をφ４０にしたものを作製した。これを、（株）
リコー製複写機　ＭＦ４５７０をＩＨ発熱用に改造した定着部を持つものに２００℃設定
で、白紙を１００，０００枚連続通紙したが、特に壊れたものはなかった。
【００３０】
　（具体例８）
　図４の（ｂ）に示す金属箔テープとして、Ｆｅ－Ｎｉ４０％の２０μｍの金属箔に、シ
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リコーン接着剤を約１０μｍ塗布した塗布箔テープを作成する。アルミニウムの中空芯金
に発泡シリコーンゴムを形成したものを準備し、塗布箔を３層巻き付ける。加熱硬化する
。その後、その上にシリコーンゴム加熱硬化させる。その外側にＰＦＡ樹脂を塗装し、加
熱により最外層を形成する。外径をφ４０にしたものを作製した。これを、（株）リコー
製複写機　ＭＦ４５７０をＩＨ発熱用に改造した定着部を持つものに２００℃設定で、白
紙を１００，０００枚連続通紙したが、特に壊れたものはなかった。
【００３１】
　以上の具体例１～８の結果によれば、金属箔の厚さは５～２０μｍとすることが好まし
いことがわかる。
【００３２】
　（具体例９）
　具体例９として、具体例１又は具体例５の金属箔テープを用いて作成した定着ローラを
（株）リコー製　ＭＦ４５７０に装着し、１０，０００枚、黒ベタ画像を通し、ローラ表
面のトナーの付着状態を観察した。また、この定着ローラを（株）リコー製　ＭＦ４５７
０に装着し、１０，０００枚、黒ベタ画像を通し、ローラ表面のトナー付着量と紙の巻き
付きを見た。この結果である下記の表１からわかるように、表面粗さＲｚで５μｍ以下で
あれば、効果があることが確認された。なお、７μｍのものは、８７６０枚で、ジャムが
多発したため実験を取りやめている。
【００３３】
【表１】

【００３４】
　（具体例１０）
　具体例１０は上述しました具体例１又は具体例５の金属箔テープを用いた作成した定着
ローラを用い、（株）リコー製　ＩＰＳＩＯ　Ｃｏｌｏｒ　８１００で作成した未定着画
像の通紙テストを行った例である。このＩＰＳＩＯ　Ｃｏｌｏｒ　８１００のトナーは、
離型性が不十分なため定着ローラにシリコンオイルを塗布するシリコンオイル含侵された
オイル塗布部材を追加している。このＩＰＳＩＯ　Ｃｏｌｏｒ　８１００に１０，０００
枚、黒ベタ画像を通し、ローラ表面のトナーの付着状態を観察した。特に大きな付着は観
察されず。通常のものと何ら変わりがなかった。塗布部材を外したものは、６０，０００
枚でローラへのトナーの顕著な付着がみられた。
【００３５】
　（具体例１１）
　具体例１１では具体例１又は具体例５の金属箔テープを用いて作成したローラで、表面
粗さＲｚで、２μｍ以下としたものを作製した。（株）リコー製　ＭＦ４５７０の定着ユ
ニットを用いたＩＨ定着試験機を作製し、ＭＦ４５７０の未定着画像に加圧力を変えて、
この定着ローラに対して通紙した。この結果、下記の表２に示すように、定着ローラに圧
接する接触部分の用紙に対する加圧力が２９．４（kPa）であるときは、トナー付着は見
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。また、３９２．２（kPa）の加圧力では、定着ローラへのトナー付着が見られ、かつジ
ャムが多発した。定着性は、定着後のべた画像に面の布を擦りつけ顕著に布にトナーが付
いているものを定着不良とした。よって、定着ローラに圧接する接触部分の1cm2あたりの
用紙に対する加圧力は、４９．０（kPa）以上で、３９２．２（kPa）未満が好ましい。
【００３６】
【表２】

【００３７】
　なお、本発明は上記実施の形態例に限定されるものではなく、特許請求の範囲内の記載
であれば多種の変形や置換可能であることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の一実施の形態例に係る定着装置の構成を示す概略断面図である。
【図２】本実施の形態例の定着装置における定着ローラの多層発熱層の構造の一例を示す
断面図である。
【図３】本実施の形態例の定着装置における定着ローラの多層発熱層の構造の他の例を示
す断面図である。
【図４】本実施の形態例の定着装置における定着ローラの多層発熱層の作製工程の一例を
示す図である。
【図５】本実施の形態例の定着装置を搭載した画像形成装置の構成を示す概略断面図であ
る。
【符号の説明】
【００３９】
　１；定着装置、１１；定着ローラ、１１－１；芯金、
　１１－２；弾性体層、１１－３；多層発熱層、１１－４；離型層、
　１２；加圧ローラ、１３；ＩＨ磁界発生手段、１４；トナー像、
　１５；用紙、２１，２６；金属箔、２２；支持層、２３；ＩＨ発熱層、
　２４；第１の金属箔、２５；第２の金属箔、２７；金属箔テープ、
　３０；画像形成装置。
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